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款 項 目

4 1 2

１．事務事業の取組方向

➤ ➤

２．実施計画（PDCAサイクル）

➤ ➤

➤ ➤

３．事業フロー（ロジックモデル）

➤ ➤

歳入
（特定財源）

11,000 351,408

実施(Do)

○国からのワクチン分配量に応じて、速やかに個別接種・集団接種を実施するこ
とができた。
○接種計画の全体的な前倒しがあったが、医療従事者の確保も短期間のうちに
できたため、全体的なワクチン接種の需要には概ね応えることができた。

年度 R2決算額 R3決算額

歳出 18,338 363,087

改善方法
○接種開始直後に、高齢者の予約が殺到したため、コールセンターの回線数を追加した。ワクチン供
給量が配分確定の直前にしか分からないため、接種スケジュールや広報のタイミングが非常に難し
かった。
○全住民対象の事業であり、接種希望需要に対して、接種供給体制を十分に確保することは難し
く、即時のニーズ等（10代に優先的に接種を実施する）には対応しきれない部分もあった。
○デジタルな情報提供にシフトしたいが、アナログも堅持する必要もあるため、結果2重に手間がかか
ることに。また、アナログ情報ありきであるため、情報がいきわたるまで事業が進められない。

○情報が確定するまで身動きが取れないことに加えて、確定してから実施までの
期間が短いため、毎回作業負荷が大きい。ワクチン供給の見通しを長期的に示
してもらうことができれば、長期的な接種スケジュールや予約受付も可能になる
ため、県や国に引き続き要望していきたい。

〇予防接種法における臨時接種に位置付けられており、新型コロナウイルスワク
チン感染症による死亡者や重症者の発生をできる限り減らし、新型コロナウイル
ス感染症のまん延の防止を図る。
○予防接種による健康被害の申請に対し、国の予防接種健康被害救済制度に
基づき迅速な対応・救済を図る。

○個別・集団接種会場の安全な運営
○ワクチン供給量決定からの迅速な接種計画策定
○接種予約体制の拡充
○個別接種医療機関への確実なワクチン配送
○制度周知や確実な情報提供
○健康被害制度の案内及び同委員会の招集

評価(Check) 改善(Action)

実施結果 課題

一般会計

基本目標 ３　誰もが安心して幸せに暮らせるやすらぎのまち 政策 １ 誰もが健康で暮らせるまちづくり 施策 (１) 健やかでいきいき暮らす健康づくりの推進

令和３年度 事業区分 R3重点

新型コロナウイルスワクチン接種事業
根拠法令 予防接種法

予算科目
会計

感染症対策費
行政計画

事業名

10410204  所管課 新型コロナウイルスワクチン接種事業事務室 事業年度

なし

計画(Plan) 計画(Plan)

事業目的 実施方法 事業費（千円）

前期基本計画の主な取組と成果 後期基本計画のまちづくりの課題と展望 後期基本計画中における事務事業の取組方向
〇国や県から示される情報をもとに、協力医療機関と町との情報連携を密にし、
ワクチンの確実な配分及び安心・安全を第一に整備した体制で接種を行う。
○国の指針に基づき、適切な時期に希望する対象者全員が接種できるよう、そ
の機会と体制の確保に努める。

実施(Do)

○個別・集団接種体制の確立（ワクチン分配等含む）
○国からのワクチン配分をもとに、接種スケジュールを作成
○年代ごとに接種券を順次発送（初回接種）、接種間隔到来順に接種券発送（追加接種）
○集団接種お任せハガキによる予約行為省略を実施（高齢者追加接種時）
○スケジュールをもとに予約受付、キャンセル対応等
○個別・集団接種の実施→接種記録の登録
○費用請求・支払い事務等

○初回接種率７５％（高齢者９３％）を達成 ○ワクチン接種が進むことで、新型コロナウイルス感染症による感染リスクの軽減
と、感染した場合の発病又は重症化リスクを防止する効果が見込めるため、住民
の健康保持に寄与することが期待できる。

①結果のアウトプット（どのような活動を行うのか） ②効果のアウトプット（活動の結果どうなるのか） ③アウトカム（町としてどうなるのか）


